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品川区では、令和7年3月に策定された「品川区教育ビジョン（品川区教育振興基本計画）に
基づき、「地域とともにある学校づくり」を進めています。具体的には、校区教育協働委員会
で地域の方々とともにより良い学校に向けて、現状や課題を検討し、どのような取組を行うか
を話し合います。決まったことを学校地域コーディネーターを中心とする学校支援地域本部に
て実施しています。これらの活動を振り返り、次年度に生かすために、令和４年度から品川CS
ポートフォリオの導入を始め、来年度には全校での実施の予定です。

CS活動の成果の見える化を図っています︕

品川CSポートフォリオとは

品川CSポートフォリオとは、文部科学省が
開発し、品川区として修正を加えたもので、
品川コミュニティ・スクールの運営状態や生
み出す成果を可視化し、今後の学校運営等の
改善につなげていくためのツールの一つです。
品川コミュニティ・スクールが全校に導入

されて、８年が経ちました。その間、各学校
では、「地域とともにある学校づくり」を目
指し、様々な取組を行ってまいりました。
しかし、それらの取組や運営状態が、子ど

もたちや教員、保護者、地域にとって、どの
ような効果があるのかを、把握する手立てが
ありませんでした。

多くの地域の方が応援
していることを教員や
児童生徒が実感できる

＜導入してみての感想＞ 経営方針や今後の
教育活動に生かせそう

そこで、令和４年度から、品川コミュニ
ティ・スクールの運営状態を振り返る「品川
CSポートフォリオ」を指定校で活用し始めて
おり、来年度は全校での実施となります。
各学校で、品川コミュニティ・スクールに

関わる方々を対象に、WEBアンケートを行い、
集計結果を可視化します。それにより、視覚
的に効果を把握することができるようになり
ます。

・子どもの学校や地域への愛着は？
・子どもの資質・能力の向上は？
・教職員の働き方改革への寄与は？
・学校と地域の関係性は？

など

CSの効果

関係者の意識・活動
・「地域とともにある学校」という

認識がどの程度浸透しているか？
・授業における地域との連携状況
・学校教育への参画状況 など

・対等な議論ができているか？
・企画段階から関わっているか？
・実行までつながっているか？
・多様な主体を巻き込めているか？

など

校区協働委員会の
運営状況

可視化することで、
優先的に取り組みた
いことが見えてくる

＜導入校数の推移＞
R4→1校 R5→6校 R7→15校 R8→全校



来年度取り組むこと

なお、あくまでも各校区教育協働委員会にて、より良い学校とするための対話の
材料として使用することを想定しています。他校と比較したり、優劣を評価したり
するものではないことをご理解ください。

今年度から導入した城南第二小学校では以下の流れで検討し、来年度に向けて取り組む
ことを決めました。

「地域とともにある学校」という認識はとても
高いが、「教育活動への参画」「教職員・地
域住民・保護者との交流」の機会が少ない

もっと交流の機会を持たせたい。
どうしたらいいのかなぁ

品川コミュニティ・スクールについて、
ホームページで詳細をご紹介しています。

品川コミュニティ・スクール 検索

発行・問い合わせ

品川区教育委員会事務局
指導課学校地域連携係

〒140-8715
東京都品川区広町2-1-36
TEL.03-5742-6595

１．カレンダーを作ろう︕
各団体の行事予定を集約した
コミュニティ・スクール
カレンダーを作成し、配布する

２．掲示板を活用してみよう︕
学校の外に掲示板を立て、
地域の情報を掲示する

３．発信を増やしてみよう︕
既存のHP、メール、回覧版
を活用して発信する

このように、品川CSポートフォリオを活用することで、品川コミュニティ・スクー
ルに期待されることを明確にするとともに、成果改善に向けた「次なる一手」の手が
かりが得られる上、経年で運営状況を見ていくことができるようになります。

品川CSポートフォリオ活用の事例（城南第二小学校）

お手紙が保護者に
届いていないみたいです

校区教育協働委員会での熟議のテーマ

学校・地域・保護者・児童 をつなげる輪
〜地域等の活動を知ってもらい、

交流を 深めるためにできること〜

ポートフォリオからわかったこと


